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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成22年6月17日(2010.6.17)

【公表番号】特表2010-513193(P2010-513193A)
【公表日】平成22年4月30日(2010.4.30)
【年通号数】公開・登録公報2010-017
【出願番号】特願2009-541796(P2009-541796)
【国際特許分類】
   Ｃ０１Ｂ  25/45     (2006.01)
   Ｃ０１Ｇ  49/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/1397   (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/36     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/58     (2010.01)
   Ｃ０１Ｇ  51/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０１Ｂ  25/45    　　　Ｚ
   Ｃ０１Ｇ  49/00    　　　Ａ
   Ｈ０１Ｍ   4/02    １１３　
   Ｈ０１Ｍ   4/36    　　　Ａ
   Ｈ０１Ｍ   4/58    １０１　
   Ｃ０１Ｇ  51/00    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成22年4月23日(2010.4.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　結晶性のＬｉＦｅ1-xＭxＰＯ4［式中、ＭはＣｏ及びＭｎのうちの一方又は双方であり
、かつ０＜ｘ＜１である］粉末を製造するための方法において、以下の工程：
－　双極性非プロトン性添加剤、及び、前駆体成分としての、Ｌｉ(I)、Ｆｅ(II)、Ｐ(V)

、及び、Ｃｏ(II)及びＭｎ(II)のうちの一方又は双方を含有する、ｐＨ６～１０の水性混
合物を製造する工程、
－　前記水性混合物を大気圧下での前記水性混合物の沸点以下の温度に加熱し、それによ
って結晶性のＬｉＦｅ1-xＭxＰＯ4粉末を沈殿させる工程
を含む方法。
【請求項２】
　ＬｉＦｅ1-xＭxＰＯ4粉末を非酸化性条件で加熱することによって前記粉末を後処理す
る工程が後に続く、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　結晶性のＬｉＦｅ1-xＭxＰＯ4粉末の製造、又は、非酸化性雰囲気中での加熱による後
処理を、少なくとも１の他の成分、特に炭素含有又は電子伝導物質又は電子伝導物質の前
駆体の存在で行う、請求項１又は２記載の方法。
【請求項４】
　Ｌｉ(I)の少なくとも一部をＬｉＯＨとして導入する、請求項１記載の方法。
【請求項５】
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　Ｐ(V)の少なくとも一部をＨ3ＰＯ4として導入する、請求項１記載の方法。
【請求項６】
　Ｈ3ＰＯ4に対するＬｉＯＨの比を調節することによって、水性混合物のｐＨを達成する
、請求項４又は５記載の方法。
【請求項７】
　水性混合物の大気圧下での沸点が、１００～１５０℃、有利に１００～１２０℃である
、請求項１から６までのいずれか１項記載の方法。
【請求項８】
　水性混合物中に含有される双極性非プロトン性添加剤がジメチルスルホキシドである、
請求項１から７までのいずれか１項記載の方法。
【請求項９】
　ＬｉＦｅ1-xＭxＰＯ4の後処理工程を、６７５℃以下、有利に少なくとも３００℃の温
度で行う、請求項２から８までのいずれか１項記載の方法。
【請求項１０】
　電子伝導物質が、炭素、特に導電性炭素又は炭素繊維である、請求項３から９までのい
ずれか１項記載の方法。
【請求項１１】
　電子伝導物質の前駆体が、炭素導電性物質、特にポリマー又は糖型高分子である、請求
項３から９までのいずれか１項記載の方法。
【請求項１２】
　電池における電極材料として使用するための、１００ｎｍ未満、有利に３０ｎｍ超の平
均粒度ｄ50を有する粒度分布を有する結晶性のＬｉＦｅ1-xＭｎxＰＯ4［式中、０＜ｘ＜
１である］粉末。
【請求項１３】
　最大粒度が５００ｎｍ以下である、請求項１２記載のＬｉＦｅ1-xＭｎxＰＯ4粉末。
【請求項１４】
　粒度分布が単峰性であり、かつ比（ｄ90－ｄ10）／ｄ50が１．５未満、有利に１．３未
満である、請求項１２又は１３記載のＬｉＦｅ1-xＭｎxＰＯ4粉末。
【請求項１５】
　請求項１２から１４までのいずれか１項記載のＬｉＦｅ1-xＭｎxＰＯ4粉末と、導電性
添加剤１０質量％以下とを含有する、複合粉末。
【請求項１６】
　請求項１５記載の複合粉末を含有する電極混合物。
【請求項１７】
　請求項１５記載の複合粉末を導電性炭素含有添加剤と混合することによってリチウム挿
入型電極を製造するための、請求項１５記載の複合粉末の使用。
【請求項１８】
　電池における電極材料として使用するための、３００ｎｍ未満、有利に３０ｎｍ超の平
均粒度ｄ50を有する粒度分布を有する結晶性のＬｉＦｅ1-xＣｏxＰＯ4［式中、０＜ｘ＜
１である］粉末。
【請求項１９】
　最大粒度が９００ｎｍ以下である、請求項１８記載のＬｉＦｅ1-xＣｏxＰＯ4粉末。
【請求項２０】
　粒度分布が単峰性であり、かつ比（ｄ90－ｄ10）／ｄ50が１．５未満、有利に１．１未
満である、請求項１８又は１９記載のＬｉＦｅ1-xＣｏxＰＯ4粉末。
【請求項２１】
　請求項１８から２０までのいずれか１項記載のＬｉＦｅ1-xＣｏxＰＯ4粉末と、導電性
添加剤１０質量％以下とを含有する、複合粉末。
【請求項２２】
　請求項２１記載の複合粉末を含有する電極混合物。
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【請求項２３】
　請求項２１記載の複合粉末を導電性炭素含有添加剤と混合することによってリチウム挿
入型電極を製造するための、請求項２１記載の複合粉末の使用。
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